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KAM トーラス｣ 相空間の構造 almost
アイランドの残骸 ･nOne









｢複雑系2 -物理から生物 ･進化 ･ゲーム- -｣

































? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?
?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
???







1 2 8 4 8 6
Z (degreeofc一ustering)
図3:クラスタ 準ー態の崩壊における揺らぎの協同度:"口'はIpI-0･05
(クラスター状態)､"+"はIp1-0.25(崩壊途中)
を調べてみると良いかも知れない｡
相空間の解剖について
この研琴で用いた手法では､どれか1つの特性量の1つの値 (例えば
平均値)で系を判断すると言うよりは､その量の相空間内での分布の様
子を調べる事を重視したo(例えば図芦や､文献【2]竿の図11､12｡ )
いわば､相空間を解剖してダイナミクスとの関連を調べるというやり方
は､primitiveではあるが強力である｡
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